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提案

EUを元にした、

AIに関する法律を

制定する。



AI利用によるメリット・デメリット
メリット：

・生産効率が上がる

・データの分析が可能　etc.
デメリット：

・偽情報・誤情報の拡散

・人間の仕事を奪う　etc.
　　　　　



EUが実際に行っている法律

・情報がもたらすリ
スクを四段階に分
け、段階別に法律
を定める。

参考サイト：https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-security/generative-ai-regulation10.html

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-security/generative-ai-regulation10.html


以上の事例の運用方法の考え方

法構成を行う

　→実際の犯罪防止の取り組みを参照

　　(世界 への 視野の拡大、運用)
そのデータの判別、参照をAIに頼り、

人間がそれを判断、創造する

　→AIとの分業、活用するAIへの接し方を生み出す



日本で定めるべき法律の提案
・その情報がもたらす危険度別に法規制をする。

　↪外交や政治など国に大きな影響を及ぼしたり憲法に
関するものは危険度が高くなる。

・危険度が最も高いものは国が自主的に調べて認定を
出す。

・個人が被害にあった場合は申告制にし、法規制に則っ
て罰を与える。


